

































な Joc入場性24 名 (25.1 土 3.4~丸コントラスト群12名，コ
ンスタント群12名)であったa 月，機{立5愛護・合務総による位
箆感覚u1.Jj定i土、 トレーニングの前後で以下の持嶋内容を実
絡したむ 同容z角度をJli密位50"，60';、70"として説党フイ}
ドパックは与えず、自己の運動感覚をもとに日捺魚度iこ逃
令するように擦を伸獲し、皆様?宅捜に主主したと粉断したら
スイッチiこ持!liれるように指示したむ試行総数は各角度につ
き7凶(休息、時間 1min)のお'Zl[ヨとした世スイッチ信号
より 200msc.c誌を判断{玄関とし、そのiま鈎における臼擦f毛
皮と突角度との絶対談笈を求め?試行の平均値を算出した。
トレ}ニン:グi土、コントラスト群で以60。→70。→60'"→50"
→60" {1))壌に、コンスタント群では60"のみを用いて5桧!の
紋行を1セットとして、計5セット{セットi弱体i阜、3分)行っ
た。{結果と考察}測定の結巣、コントラスト群では、す
べての日擦免疫においてトレーニング後に給対誤差が有;な
に減少したっコンスタント訴では、 50<>，60設のみでトレ、ー
ニング後に絶対誤差が宥窓に減少した。コントラスト法に
よるトレーニングは;異なる入力パタ}ンの感覚f警報を比較
することができるため、コンスタント法によるトレーニン
グよりも自擦角度が料滋しやすくなり、よちr.tい経路で位
援慈認が向上したと考えられるc また、各トレーニング若手
において、平均値よりも絶対訟獲のふさい者を上位若手、絶
対誤設の:たきい者を下殺害宇として比較した結果、どちらの
トレーニング群でも下鐙若手においてトレ}ニング後に絶対
綴廷の布設な議少を示した母子1立群に佼欝，する者では佐渡
感党にさきづく{立畿の瀦合能力が低かったため、トレ}ニン
グ手法の滋いにかかわらず粒:霞務覚に稔3撃を向けることで
位常感党が向上したと考えられるc本研究では、時様角疫
を10"路橋で設定したが、今後、問機関鱗を変えてより効
来約な絞鐙感覚トレ〕ニング法を検討していきたい号
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